
 

３）だいず 

（１）耕種的防除法 
 

病 害 虫 名 防 除 時 期 防 除 方 法 

赤かび病 播種時 
収穫時 

○中生種～晩生種を用いる（極早生種は発病が多くなりやすい）。 
○収穫後の乾燥中にできるだけ雨にあてない。 

ウイルス病 播種時 ○抵抗性品種を用いる。 
(モザイク病、 生育中 ○病徴が現れた株は、早期に抜き取る｡ 
萎縮病など) 収穫時 ○健全株から採種する。褐斑粒を保毒しているので、採種しない。 

立枯性病害（茎 播種前 ○連作をしない。 
疫病、黒根腐病 ） ○排水を良くする。 

播種時 ○抵抗性品種を用いる。 
生育中 ○被害株を早期に抜き取る。 

紫  斑  病 播種時 ○抵抗性品種を用いる。 

 ○紫斑のない種子を用いる。 
収穫時 ○適期に刈取り、できるだけ早く乾燥させる。 

○収穫後の乾燥中にできるだけ雨にあてない。 

白  絹  病 播種前 ○連作をしない。 
○堆きゅう肥を多く施す。 

べ  と  病 播種前 ○連作をしない。抵抗性品種を用いる。 
播種時 ○通風をよくするために、密植を避ける。 
収穫時 ○収穫後の落葉は焼却するか土中深く埋める。 

○跡地は深く耕して、表土を土中にすきこむ。 

炭  疽  病 播種前 ○連作をしない。 
収穫時 ○収穫後の落葉は焼却するか土中深く埋める。 

○跡地は深く耕して、表土を土中にすきこむ。 
○無発病ほ場から採種する。 

マメシンクイガ 播種前 ○ 連作をしない。 



 

（２）農薬による病害虫の防除方法 
 

 
 

イ）病害虫防除体系と主な薬剤 
 

処理 

時期 

 

播種前 播種時 開花前まで 開花期から莢伸長初期 子実肥大初期から子実肥大中期 

 

 

 

 

 

使用 

薬剤 

 

      

【種子処理】 【土壌施用】 【茎葉散布】 【茎葉散布】 
 

（紫斑病・茎疫 （アブラムシ類 （ダイズサヤタマ （紫斑病・カメムシ類・マメ 
病・黒根腐病・  ・フタスジ） バエ・カメムシ類） シン） 
アブラムシ類・ ダントツ粒剤 スミチオン乳剤 スミトップＭ粉剤 
フタスジ）＊１  トレボン乳剤 
クルーザーMAXX （フタスジ） （フタスジ・マメシン） 

スタークル粒剤 （ジャガヒゲ） アグロスリン乳剤 
（紫斑病） （後期多発型発生時） グレーシア乳剤 
キヒゲン R-2 フロ アディオン乳剤 ダイアジノン粒剤 5  など 
アブル ウララ DF ＊3 
ベンレート T水和 ジェイエース水溶剤＊3 （フタスジ・カメムシ類） 
剤 20  など オルトラン水和剤 ダントツ水溶剤  など 

【茎葉散布】 ダントツ水溶剤 ＊3 

（茎疫病）  テルスター水和剤 ＊3 （マメシン・カメムシ類） 
ランマンフロア （アブラムシ類） など エルサン乳剤 
ブル エルサン乳剤  スミチオン乳剤 

スミチオン乳剤 （オオタバコガ） トレボン MC 
（アブラムシ類・ ダントツ水溶剤 アタブロン乳剤 パーマチオン水和剤 
フタスジ） トレボン乳剤 グレーシア乳剤 など 
クルーザーFS30 ペイオフＭＥ液剤 サブリナフロアブル 

など プレバソンフロアブル 5 （紫斑病）＊２ 
（ 鳥害忌避： ハ トップジンＭ水和剤(1) 
ト） （ウコンノメイガ） プランダム乳剤 25(3) 
キヒゲン R-2 フロ カスケード乳剤 ニマイバー水和剤(10/1) 
アブル グレーシア乳剤 トライフロアブル(U16) 

クルーザーMAXX スミチオン乳剤 など 
など トレボン乳剤 

フェニックスフロアブ （フタスジ） 
ル アクセルフロアブル 
プレバソンフロアブル スタークル液剤 10 
5 ダントツ H 粉剤 DL 

ヨーバルフロアブル トレボンスター粉剤 DL など 
など 

（マメシン）  
アディオン乳剤  
ダイアジノン粒剤 10 
フェニックス顆粒水和剤 
プレオフロアブル  
プレバソンフロアブル 5 
ペイオフＭＥ液剤  
ベネビア OD  
ヨーバルフロアブル  など 

 

 

＊１ 一部の病害虫は略名で示した。各病害虫の略名は以下の通り。 

   フタスジ：フタスジヒメハムシ        マメシン：マメシンクイガ 

   ジャガヒゲ：ジャガイモヒゲナガアブラムシ  

＊２  耐性菌が発生する場合があるため、同一 FRAC コードの薬剤を複数回散布することは避ける。主な薬剤のコードに 

   ついては以下に示す（体系図では薬剤名の後にかっこ書きで示す）。 

    （１）MBC 殺菌剤    （３）DMI 殺菌剤    （U16）酢酸 4-キノリン 

    （１０／１）Nフェニルカーバメイト／MBC 殺菌剤 

＊３ アブラムシ類での登録。 

【注意】農薬使用に当たっては、必ず農薬容器のラベルを確認し、使用方法に  散布液量（または希釈水量） 
の記載がある場合は、その量を遵守すること。 

【茎葉散布】 

（べと病） 

ホライズンドライフロアブル ランマンフロアブル ベトファイター顆粒水和剤 

【茎葉散布】 
 
（ダイズサヤタマバエ・
カメムシ類） 
スミチオン乳剤 
トレボン乳剤 
 
（ジャガヒゲ） 
（後期多発型発生時） 
アディオン乳剤＊3 
ウララ DF ＊3 
ジェイエース水溶剤＊3 
オルトラン水和剤＊3 
ダントツ水溶剤 ＊3 
テルスター水和剤 ＊3 
など 
 
（オオタバコガ） 
アタブロン乳剤 
グレーシア乳剤 
サブリナフロアブル 
プレバソンフロアブル 5 
フェニックスフロアブル 
など 
 
（ツメクサガ） 
フェニックスフロアブル 
カスケード乳剤 
など 
 


